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神栖地先潜堤周辺海域における

ウバガイ漁場環境とその生息状況

安川隆宏・真岡東雄

茨城県におけるウバガイ現前扉α　甜血加減硯雨（ScHRENOK）漁獲量の経年動

向（図1）をみると，大正時代後期に1，000～10，000トン台の大量漁獲が記録されて

いるが，この時期を除くと100トン未満の年が多く，特に昭和30年代～50年代にか

けてはほとんど漁獲されていない。こうした漁獲動向からも明らかなように本県にお

いてウバガイの卓越年級群が出現することは極くまれなことである。これは元来本種

が寒海佐で，鹿島灘が太平洋側における分布南限に位置することから（最近は千葉県

北部にも分布，漁獲されている1）），非常に不安定な発生環境条件下に置かれているた

めと考えられている2）。

こうした背景から，本県においてはウバガイは調査対象に取り上げられることが比

較的少ない水産資源であった。しかし，昭和57年度から実施している鹿島灘北部海域

総合開発調査事業関連の調査対象海域として，量的には少ないものの，当時ウバガイ

漁場が形成されていた神栖地先潜堤周辺海域（図2）を調査する機会を得た。その中

で，当海域の漁場環境と，昭和60年以降の漁獲量の急増に大きく関与している卓越年

級群の生息状況についてある程度明らかにすることができた。

そこで，当該資源の有効利用はもとより，今後，栽培漁業の推進を図る上で重要な

人工種苗の放流技術開発にかかる放流適地選定等のための参考資料とするため，調査

結果について報告する。

報告に先立ち，本調査に御協力をいただいた鹿島灘，波崎共栄漁業協同組合の関係

各位に御礼申し上げる。
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図1茨城県におけるウバガイ漁獲量の経年動向
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図2　神栖地先潜堤位置図



1　方　　　法

昭和58年5月から昭和61年5月にかけて，図3

に示した深浅測量測線及び調査地点において深浅測

量を1回，スミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥

面積0．1㌦）による採泥調査を2回，ウバガイ用員

桁綱（有効桁幅1．58m，爪の間隔4．5珊，袋綱目合

2仰m）による底生動物の採集を3回実施した。
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深浅測量測線　　　　　且桁網調査地点

（昭和58年5月10日）

●　採泥調査地点
●　昭和58年7月3日

（同　　　上）　。昭和59年4月25，26日
○　採泥調査地点
（昭和59年11月24日）　△　昭和61年5月29日

図3　深浅測量，採泥及び員桁網調査地点図

深浅測量は魚群探知機による測深と並行して，陸

上に設けた既知の2地点からトランシットにより船

位の測角を行い，測深位置を特定する方法をとった。

得られた測深資料に潮位補正を施して，海底地形断

面図を作成した。

底質の粒度分析はJI S規格の標準箱，目合1，

0ふ　0．25，0．125，0．063，0．037罰詔の6シリーズを用

いて，試料を7段階に流水式にてふるい分け，それ

ぞれの重量百分率を求める方法によった。

また，採泥試料中の底生動物は，目合1仰の筋を

用いて底質等から分離して採集した。

2　結果と考察

（1）漁場環境

ア　潜堤の設置概要

当該潜堤は鹿島港に付随する外郭施設として，鹿

島港南海浜埋立地正面護岸に平行する形で水深8．5

mの海域に設置されたもので昭和48年度に完成した。

その規模は総延長6，623mに及び，南防波堤から延

長乙750m部分については堤高3．5恥堤頂上幅5．5m，

これ以南の3，873m部分については堤高2．5m，堤頂

上幅10mの規模で設置された。

イ　海底地形

昭和58年5月10日に実施した潜堤周辺海域にお

ける深浅測量結果に基づく海底地形断面図を図4に

示した。潜堤（距岸約500m）を中心とする距岸約

200から800mまでの海域の水深は概ね4～10mの

範囲にあり，海底地形は全般的に平坦であった。し

かし，4～8m水深域の海底勾配は測線Nn5以北で

は約1／70～80であったのに対し，測線Nn6以南で

は約1／100と傾斜が緩やかで，同様の距岸位置にお

ける水深も前者より浅い傾向が認められた。また，

潜堤に注目すると，測線Nn1～4まではその存在が

明瞭であったが，N85ではやや不鮮明になり，さら

にN86では全くその位置が確認できなかった。

以上より，Na5～6を境として海底地形の変化傾

向が異なり，南部海域が漂砂の堆積場となっている

可能性がうかがわれた。漂砂の堆積経過及び機構に

一182－



鹿島港南海浜埋立地止血護岸からの距離輌
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図4　潜堤周辺海域における海底地形断面図
（昭和58年5月10日）

ついては明らかでないが，当潜堤の場合，その設置

水深と堤高から消波効果はあまりない3）と考えられ

ることから，潜堤設置により周辺の流祝が変化し，

このような漂砂の堆積場が形成されたものと推察さ

れた。

り　底質の粒度組成

昭和58年5月10日に実施した潜堤周辺海域にお

ける採泥調査結果に基づく底質の粒度組成を図5に

示した。海域全般を通じてみると，粒径0．125～

0．25mの細砂を主体に構成されている点で共通して

いた。しかし，粒径0．25m以上と0．125m未満の比

率に注目すると，海域の中部以北（St～9）では岸

側はど前者の占める比率が高く，後者の占める比率

が低くなる傾向が認められたのに対して，中部以南

（StlO～21）ではこのような傾向は認められなか
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図5　潜堤周辺海域における底質の粒度組成
（昭和58年5月10日）

った。また，前述したように砂床が堆積傾向にある

と考えられたSt16～18では，粒径0．25mm未満の占

める比率が非常に高く，岸から沖にかけての粒度組

成がほぼ一様である点が特徴的であった。

エ　底生動物の分布

昭和59年4月25，26日に実施したウバガイ用員

桁綱による調査において採集された底生動物の地点

別個体数順位及び種組成百分率を表1に示した。海

域全般に広く分布する優先種はウバガイ，ヒメバカ

ガイで，これらは23地点中20地点で共通して出現

した。二枚貝類としては他にチョウセンハマグリ，

コタマガイの分布が認められたが，これらの分布は

岸側（St1，8等）に片寄っていた。逆に，オカメ

ブンブクについては概ね潜堤の沖側（St7，12等）

に分布が認められた。

次に，同様の資料をもとに地点間の底生動物群集

類似度指数u（森下の類似度指数4））を求め図6に

示した。Stl，7，8，12，23を除く各地点間におい

ては総じて比較的高い類似性（Cj≧0．6）が認めら

れた。これは表1からも明らかなように，これらの

地点でウバガイ，ヒメバカガイの優占度が高かった

ためである。

さらに，類似性の比較的高い地点間を結んでゾー

ニングを施し，図7に示した。区画Ⅰはウバガイ，

ヒメバカガイの優先ゾーンで，ウバガイの生息適海



表1地点別底生動物の個体数順位及び種組成百分率
（昭和59年4月25，26日）

忘 ＼＼ミ
1 2 3 4 5 6 7 8

1
ヒ ラ コ プ シ ヒメパ カガ イ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒメバ カガイ ヒメ′ヾ カガイ ヒメパ カガ イ オカメプ ンプク コ ク マ ガ イ

（4 0．8 ） （52．7） （57．7） （8 1、2 ） （56．9） （68 6 ） （44 ．7 ） （66 ．7）

2
ヒメパカガイ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒメバ カガイ ウ　 バ　 ガ　 イ ウ　 ノヾ　ガ　 イ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒ ラ ⊃ プ シ チョウセンソY7 クリ

（27．6） （37．7 ） （4 1．1） （ほ 8 ） （43．1） （24 ．1） （15．0 ） （33．3）

3
コ　タ マ ガ イ ヒ ラ コ プ シ ヒ　ラ コ プ シ ヒ　ラ コ プ シ ハスノハカシノヾ ン ヒメパ カガ イ

（16．0 ） （ 8．2 ） （ 1．2） （ 2．6 ） （ 6．3 ） （12．9 ）

4
チョウセンソ▼7グノ ハスノハカシノヾ ン ハスノハカシ′ヾン ヒ ラ コ プ シ ウ バ ガ イ

ワ ス レ ガ イ
（ 6．7） （ 1．4 ） （ 1．4 ） （ 0 ．5 ）

（ 6．3 ）

5
コ ク マ ガ イ

（ 0．3 ）

ツ メ タ ガ イ

（0．2 ）
フクメクダヒニカニ

（ 5．6 ）

総個体 数 43 1 353 8 67 4，1 15 209 8．210 427 12

孟 ＼Ⅹ
9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

1
ウ　 バ　 ガ　 イ ウ ・バ　 ガ■　ィ ヒメパ カガ イ オカメプンプク ヒメバ カガ イ ヒメバ カガ イ ヒメバ カ ガ■ィ ヒメパ カガ イ

（10 0） （50．0 ） （44．7 ） （8 6．8 ） （59．1 ） （59 ．4 ） （59 ．2 ） （38．7 ）

2
ヒメバ カ ガイ ウ　 バ　 カ’ イ ヒ　ラ　コ ナ シ ウ　 バ　 ガ　 イ ウ　 バ■　ガ　 イ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒ ラ コ プ シ

（4 4．9 ） （42．2 ） （13．2 ） （15．4 ） （3 1，8 ） （38 ．4 ） （33．3 ）

　　 3
l

ハスノハカシ′ヾ ン
ハスノハカシノヾン チョウセ：〟YT ク1ノ ヒ ラ　コ　プ シ ヒ　ラ　コ プ シ ウ　 ノヾ　ガ　 イ

エ ヒ シ ャ コ
（ 1．9 ）

（ 7．4 ） （11．0 ） （ 6，9 ） （ 1．6 ） （16．0 ）

4
イポアシャ ドカ リ ヒ ラ コ プ シ チョウセンハマク1ノ ハスノハカ シノヾ ン ハスノハカシノヾ ン

（ 2．4 ） （ 6 ．7 ） （ 1．1） イポアノヤ トカ リ
（ 0．3 ）

（ 5．3 ）

5

イポアシャ ドカ リ ツ メ　タ　ガ イ オカメプンプク コ ク マ ガ イ ミ　 ゾ　 ガ　 イ

フソメクタt ケカー　く 0．7） ヒ 7 コ フ ン／
（ 0．8 ）

（ 4．4 ） ハスノハカ ノハ ン
（0 ，3 ）

（ 1．7 ）

総 個体数 日 1．2 16 863 38 435 2．356 7．598 357

志 ＼ミ
1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3

1
ウ　 バ　 ガ　 イ ウ　 バ　 ガ　 イ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒメパ カガイ ウ　 バ　 ガ　 イ ウ　 バ　 ガ　 イ ヒメパカ ガイ

（76．4） （58．0） （52，8 ） （6410 ） （75．2 ） （79．1） （25，0 ）

2
ヒメパ カガイ コ ク　マ ガ イ ヒメバカ ガイ ヒ　ラ　コ プ シ ヒ　ラ　コ　フ　シ ヒメバ カカーィ

ワ ス レ ガ イ
ハスノハカシバン

（日．9） （14 ．8 ） （4 3．9 ） （1 1．5 ） （ほ 0 ） （16．6） オカd 轟 プク

3
ヒ ラ　コ プ シ ヒメパ カガ イ ヒ ラ コ プ シ ウ　 パ■　ガ　 イ ヒメパカガ イ ヒ　ラ コ　プ シ

（6 ．4） （12．9 ） （ 1．9） （10．7 ） （10．3 ） （ 3．7）

4
コ　タ　マ ガ イ ヒ ラ コ　プ シ サ　 ラ　 ガ　 イ ハスノハカシソヾ ン チョウセンソY7 ク1J ハスノハカシ′ヾ ン

（ 3．9） （12．3 ） イポアシャ トか ノ

（ 0．5 ）

（ 6．9 ） （ 0，6） （ 0．4 ）

5
チョウセン′、マダリ チョウセン／、r7ク1ノ オカメナンプク

ハスノハカシノヾ ン コ ク マ ガ イ
ウ　 バ　 ガ　 イ

（ 0．8 ） （ 2，0 ） （ 1．5 ） フソメクタt ケカー
（ 0．4 ）

ノメ タ カ イ
（0．1 ）

（10．4 ）

総個体 数 1．89 4 970 1．64 7 乙373 乙2 70 4．4 10 9 6

注）総個体数は100J当たりの値である。
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図6　潜堤周辺海域における地点間の底生動物群集類似度指数Cj
（昭和59年4月）

域であると考えられた。一方，区画Ⅱについてはオ

カメブンブクを中心にヒメバカガイ，ヒラコブシが

優先するゾーンと言える。オカメブンブク群集はウ

バガイ漁場をはずれた区域の特徴であるという指摘5）

があるが，当該漁場周辺においても同様な現象が認

められたことから，人工種苗放流，天然貝の移植を

行う場合に考慮する必要があるものと考えられた。

（2）ウバガイの生息状況

ア　分　　布

昭和59年4月と昭和61年5月に実施した貝桁網

調査結果に基づくウバガイの分布を図8に示した。

2ヶ年の分布状況を比較すると，生息密度は全般的

ル185

に昭和61年の方が高かったが，相対的に生息密度が

高く・しかも岸沖方向の生息幅が広い海域は南部海

域である点で共通していた。前述したように，南部

海域では漂砂の堆積傾向がうかがわれたとともに，

岸から沖まで比較的均一な底質粒度を呈していたが，

このような砂床環境がウバガイの高密度分布を支え

る一因となっているものとも考えられた。

一方，ウノヾガイの分布を水深との関係でみると（図

9）・4～8m台の水深域で生息が認められ，この中

でも5～7m台の水深域で生息密度が高くなる傾向

があった。

イ　殻長組成と年級組成
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図7　底生動物群集類似度に
基づくゾーニング

昭和58年7月（員桁網調査）の殻長組成をみると

（図10），4～6仇台と8～10cm台の範囲のものが

認められ，既応知見2）から前者は昭和57年級群で，

後者は昭和55年以前の複数年級群で構成されている

ものと推定された。

昭和59年4月（貝桁網調査）の殻長組成をみると

（図11），2．95cmにモードを持つ昭和58年級群と

前年7月調査時の成長したものと思われる複数年級

群が認められた。昭和58年級群の全体に占める比率
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昭和59年4月　　　　　　昭和61年5月

図8　潜堤周辺海域におけるウバガイの分布

は約91％と卓越していた。

この約2年後の昭和61年5月（員桁網調査）の殻

長組成をみると（図12），7．31cmにモードを持つ群

が認められた。この群の年級については，昭和59年

級群とみることもできるが2；その全体に占める比率

が約93％と，昭和59年における昭和58年級群の構

成比率に近似している点，さらに昭和59年11月に

実施した採泥調査結果（図13）から昭和59年級群

の発生量水準は低いと推定される点から，昭和58年
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殻　長　（CⅣl）

図10　ウバガイの殻長組成
（員桁網調査）
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図11　ウバガイの殻長組成（員桁綱調査）
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図12　ウバガイの殻長組成（員桁網調査）
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殻　長　（珊）

図13　ウバガイの殻長組成（採泥調査）

級群単一で構成されているとみるのが妥当と考えら

れた。

以上のことから，昭和60年以後の漁獲量の急増は

昭和58年級群が卓越的な発生を示したことによるも

のと言える。

り　殻長と重量との関係

昭和61年5月の調査で採集されたウバガイの殻長

と重量との関係を図14に示した。両者の関係式は，

殻長をL（仇），重量をW（タ）とすると，

W＝0．1509L3・2594（r＝0．9971）

で表わされた。

エ　現存量の推定

昭和61年5月の調査におけるウバガイの地点別生

息密度（表2）から，生息地点における平均生息密

度を求めると34．8個体／ガとなった。また，生息地

点を結んだ海域の面積は約87万㌦であった。したが

って，生息地点内におけるウバガイ全年級群の現存

量は，

34，8個体／㌦×87万㌦≒3，000万個体

と推定された。また，採集貝全体の平均殻長が7．25

仇であったことから，殻長と重量との関係式より，

1個体当たりの平均重量は96．1gとなり，重量換算

した現存量は約2，900トンと推定された。

昭和58年級群の現存量については，当群が採集員

全体の約93％を占めていたことから，約2，800万個

体（約2，800トン）と推定された。

ただし，以上の推定を行うに当たっては，漁貝の

効率を100％と仮定し，対象海域も生息地点の範囲

内に限定したことから，実際の現存量はこれらの値

より若干大きくなる可能性があることを付記する。

オ　昭和58年級群の成長

前述したように，当群の生後約1年経過時におけ

る平均殻長は2．95mと，既応知見2）（2．8仇）と同等

の成長を示していた。しかし，満3年経過時におけ

る平均殻長は7．31mと，同2）（8．5cm）に比べ明らか
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図14　ウバガイの殻長と重量との関係（昭和61年5月）
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表2　ウバガイの地点別生息密度（昭和61年5月）

S t 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2 1 3 14 1 5 1 6 1 7 18 19

生 息 密 度

（個 体 ／㌦ ）
0．0 3 2．5 0 0．4 4 7．7 7 ．9 0 0．8 2 1．3 7．3 4．4 1 3．8 5 ．3 2 8．6 3 4．2 1 6．2 8 ．9 2 38 ．3 1 2 3．4

に成長が劣っていた。当群の卓越的発生は福島県で

もみられ，概ね同様な成長劣化現象が報告されてい

る6）。

昭和58年級群の大量出現を背景に当海域における

ウバガイの生息密度は極めて高いが，本県iこおいて

はコタマガイ昭和47年級群について高密度生息によ

る成長停滞が報告されている7乞そこで，地点別ウバ

ガイ全年級群の生息密度（∬）と昭和58年級群の平

均殻長（y）との関係について検討した。図15に示

したように，両者の間にある程度相関が認められ，

y＝7・815e－1・607xl0－3∬

となった。当式によると，仮に生息密度が限りなく

0に近い場合でも平均殻長は7．8m程度にしかなら

ないが，それは用いた資料が全体的に成長停滞現象

7

平
均
殻
長
仇（

を呈していたことに起因するものと考えられた。以

上から，高密度生息が昭和58年級群の成長に悪影響

を及ぼした要因の1つであることが示唆された。

当海域におけるウバガイの生息密度は∴現在も高

いまま推移しているものと推定され，今後もこの成

長停滞は継続していくことが予想された。当面の現

実的な有効利用方策としては，積極的に間引きを行

っていくことが必要と考えられた。この場合，良好

な生長を保証する適正密度が問題となるが，図15よ

り7．5cm以上になるような生息密度を適正と考えれ

ば，20個体ノ㌦程度以下に間引く必要があると思わ

れた。

今回，ウバガイ漁場の環境とウバガイの生息状況

についてある程度明らかにした。しかし，種苗放流

適地の選定等増殖技術にかかる環境指標の抽出に結

び付けるためには，漁場環境についてさらに検討を

20　　40　　60　　80　100　120　140　160　180　　200　　220

ウバガイの生息密度（個体／ガ）

図15　ウバガイの生息密度とウバガイ昭和58年級群の平均殻長との関係

※）関係式を求めるに当っては0を除いた。
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深めなければならない。そのためには，底質の化学

的性状並びにマクロベントスレベルでの底生動物群

集の把握を行うとともに，それらの相互関係につい

て十分吟味する必要がある。

3　要　　　約

近年，ウバガイの好漁場が形成されている神栖地

先潜堤周辺海域において漁場環境とウバガイの生息

状況について調査を行い，次の結果を得た。

（1）当海域の南部では砂床が堆積傾向にあるもの

と考えられた。

（2）当海域における底質は全般的に細砂主体で構

成されていたが，堆積領域に相当すると考えられた

南部では，他の海域に比べて岸から沖まで均質な粒

度組成を呈し，細砂以下の占める比率が高かった。

（3）当海域全般にウバガイ，ヒメバカガイが優占

したが，海域北部の潜堤沖にはウバガイ漁場をはず

れた区域の特徴とされるオカメブンブク群集の存在

が認められた。

（4）ウバガイの生息密度は相対的に海域南部で高

く，また，岸沖方向の生息幅も広かった点から，砂

床環境との関連がうかがわれた。

（5）ウバガイの殻長（L・仇）と重量（W・タ）

との関係は，W＝0．1509L3・2594で表わされた。

（6）昭和61年5月時点でのウバガイ現存量は約

3，000万個体（約2，900トン）と推定され，このうち

約93％が昭和58年級群で占められた。

（7）ウバガイ昭和58年級群は生後約1年までは順

－191

調に成長したが，これ以後成長劣化現象が認められ

高密度生息がその一因となっていることが示唆され

た。
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